
【GIGA×指導の工夫・改善】 複線型授業のための効果的なルーブリックやホームページの活用

海南市立亀川小学校（和歌山県）リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

＜考察＞
個別最適な学びを進めるために、
単線型の授業だけでなく複線型の
授業（授業内自由進度・単元内
自由進度学習）も展開した。自由
進度学習を進めていく中でより児童
に委ねていくにはどうしたらいいかを
考え、単元の終末課題のルーブリッ
クを作成した。ルーブリックがあるこ
とで、目指すべき姿が具体的になり、
児童はより主体的になった。また、
より児童自らが学びに向かうために
ホームページを作成した。考え方の
ヒントやこれまでの成果物を紹介す
るページ等を載せることで、授業時
間だけでなく予習や復習にも活用
できるようにした。考えたことや疑問
に思ったことを気軽に掲示板へ投稿
するように声かけをし、投稿した意
見や机間指導で聞こえてきた意見
に対して個別指導したり学級に広げ
たりできた。毎日のふり返りも、短い
時間で効果のあるフィードバックを
するために、チェックするだけのもの
を活用した。児童の成果物（パ
フォーマンス課題やふり返り）などを
活用し、学習のどの部分でつまづい
ているのかを把握し、授業改善につ
なげた。
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